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1. 序章

‟CAUSERIES1948” は、メルロ＝ポンティによって1948年に書かれたフランス国営放送局

のラジオ番組「フランス文化の時間」講演原稿をステファニー・メナセが校訂した著作であ

る。(モーリス・メルロ＝ポンティ:9,2011)この著作において、メルロ＝ポンティは、「現象

学の徒として『黙して語らない経験こそ、その経験の意味の純粋な表現へともたらすべきで

ある』(フッサール『デカルト的省察』)という言葉を自らの思索のモットーとした」(同前:36)
と評された。メルロ＝ポンティは、「黙して語らない経験」の一つに絵画をとりあげている。

本稿では、前掲書における動物性に関する思想を解釈し、同伴者としての動物との「黙して

語らない経験」を考察する。筆者は、人間と共に同伴者として暮らす動物も、人間の現実に

加えたい。1)

私たちが生物と呼ぶある種の物質の断片は、それの周囲にその所作ないし行動によっ

て、事物に関する彼らに固有な視覚を描きはじめます。私たちが動物世界(動物性)の

光景に同意さえすれば、また一辺の内面性を動物性に対して拒むような無茶をせず、

動物性と共に実存しさえすれば、こうした視覚が私たちに出現するでしょう。(同前

:234)

人間として共に暮らす動物、本稿では、チワワ・ロングコート 14 歳１か月の雌「ソラ」

と、同犬種の「ハル」14 歳８か月の雄、の行動を手掛かりとする。

ソラはおよそ２年前、１か月経ないうちに失明した。失明が始まってからのソラは、めっ

たに吠えることもなく、沈黙を通していた。室内飼いの小型犬は人間の子供に照らすと情動

面で２歳児に匹敵するといわれることもある。しかし、人間の２歳児とは違って、言語活動

をしないので、所作ないし行動の面で２歳児相当として仮定する。2)チワワの寿命は獣医に

よると 10 ～ 13 歳であるので、ソラは高齢期を４年間過ごしている。メルロ＝ポンティによ

れば、動物は行動する生であること、動物の生を考察することの意味は、「動物が課題を解

く鍵を持たない世界に投げ出された実存の努力を白日のもとに明らかにし、私たち人間の欠

陥や限界を思い出させる」(同前:235)ことである。

人間と犬は習性において境界がある。筆者はメルロが述べた「人間の欠陥や限界」を習

性における境界と捉える。人間同士でも食事の仕方が相容れない、所作に類似性がないとい
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う⌮⏤で、␗なるもの同士が共存することをぢษることがあࢁう。むࢇࢁ、人間を動物に౛

えることに無⌮が伴うともᢎ▱している。たとえば、ከ文化ᩍ育が、஫いを᤼㝖したり㈘め

ることなく、␗文化性を有する当事者たちがいかに育つことができるかを課題とする㐠動で

あるとすれば、人間の㞟ᅋではなく、␗種ΰ஺の生における感覚の஺ᕪにおいて、᪂たな感

覚(VHQVH)が育つാきをከᵝ性のᩍ育と捉えてもよいࢁࡔうか。

筆者はこれまでの◊✲活動において、人生の᭱⤊ステージを生きるとᥐ定した高齢者たち

にࡳられる学習活動、࢚ スニッࣀ࢖࣐・ࢡリティにὀ目して学校とᆅᇦにおけるከ文化ᩍ育

◊✲にྲྀり組ࡔࢇが、それらに通ᗏする୺題は感覚の஺ᕪであったように思う。現ᅾは、動

物と人間の関ಀにおける感覚の育ちを᥈✲している。こうした◊✲をⓎᒎさせるにあたっ

て、モーリス・メルロ＝ポンティの現象学を、୰ᒣඖ、㮖⏣Ύ一らの学⦼にಙ㢗を⨨きなが

ら、෌᳨ウし、現象学の▱ぢから育ちのありようを♧၀することはできないかとၥいを❧て

ることにした。࢚ ント・フッサールによって始められた現象学の実りをメルロの▱ぢに࣒ࢻ

ồめるのはなࡐか。それは、ᬌ年のメルロが「フッサールのいうように▱覚対象・ㄆ㆑対象

あるいは㐠動する㌟యや✵間ᵓᡂをၥ題にしたのではなかった」(ᮧୖ㟹ᙪ:1�9,200�)のであ

り、フッサールが視Ⅼを⨨いた「ㄆ㆑ではなく、ゐⓎという視Ⅼに㌟を⨨いたときの」(同

前:同㡫)動物を᤼㝖しない世界と自ᕫとの関ಀをၥ題にしたからである。

ゐⓎを本稿では感覚によるゐⓎとㄞ᭰ࡳえる。習性を␗にするከᵝな生が、感覚を஺ᕪさ

せるാきにより、自ᕫが᪤▱の世界のྥうഃへと㉺えていく育ちを、飼い୺である筆者と高

齢犬の日ᖖの暮らしから明るࡳに出すことが本◊✲の目的である。

2. 習性の境界が㉺えられる஢解

人間と犬の習性には境界があるが、犬の習性といっても、犬にᒓするಶయがすべて同じ習

性を有するか࡝うかについては༶断することはできない。また同じ犬種ࡔからていっても習

性が␗なるሙྜがある。本稿でὀ目するのは、食⣅という習性である。食⣅の習性は、人間

にとっては共に暮らしていくୖでの人間と動物を㝸てる境界といってもよい。

ソラにはᗂ犬のこࢁから食⣅行動がࡳられた。２歳௨㝆ᡂ犬となって食⣅行動は、飼い୺

のാきかけによりᢚえられたかにぢえたが、᏶඲に食⣅行動をṆめることはできなかった。

ソラが食⣅をすれば飼い୺はすࡄに犬ᑓ⏝のᾮయṑ☻きをソラのཱྀの➃からᤄධした。ソラ

はᾮయṑ☻きがዲきではなかったため、食⣅とᤄධという཯᚟によって飼い୺の視⥺のඛに

ソラの食⣅行動がぢられたሙྜには、ḟの食⣅行動まで間を㛤けることができた。

ソラにとっては食⣅行動が当たり前の習性であるのに対して、飼い୺にとってソラの食⣅

は、ໝいや⾨生ୖのၥ題もさることながら、「してはいけない」習性としかぢえなかった。

ソラが高齢期にさしかかり、⢾ᒀ⑓を⨯ᝈし、㌟యが⾶えてくるにつれ、間を㛤けることが

できていた食⣅行動が㢖⦾にぢられるようになった。よって、飼い୺は㏵方にくれた。犬の

食⣅行動については、⣅からフーࢻのにおいがするため食べるというㄝや、飼い୺の関ᚰを

。とつとして食⣅するというㄝの௚ㅖㄝがあるࡦくために飼い୺が᎘がる行Ⅽのࡦ

あるとき、ソラがトࢩࣞ࢖ートから片࡙けられていなかった⣅をおいしそうに食べなが

ら、飼い୺にྥけてᎰしそうな視⥺を送り、ཱྀを月のᙧにᗈげて⯉を出す、いわばᴦしく➗

っているようにぢえたことがあった。ソラのᎰしそうな視⥺と➗っているような所作は飼い
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୺に対するಙ㢗の現れであった。ソラにとって、飼い୺が食⣅を᎘がっているということは

共有できるၥ題ではなかった。飼い୺はၥ題を共有できないとぢษって௨᮶、ソラに視⥺を

送ることも、ソラからの視⥺をཷけྲྀることもしなくなった。ソラを共に暮らす視野のእ㒊

へ㏣放したのࡔ。しかしながら、ソラはずっと飼い୺をぢていた。

２㐌間の間、飼い୺は、ソラの࡯うから㢖⦾に視⥺が送られてくることを感ཷしてはいた

が、視⥺にẼ࡙かない᣺りをしていた。そのうち、飼い୺は、ソラからの視⥺をあまり感じ

なくなったため、しばらくぶりにソラの║をぢると、ソラの║は白⃮が㐍ࡳ、失明しかけて

いた。ソラは⢾ᒀ⑓をᝈっていたので、そのせいで失明するྍ⬟性はㄪべればわかる。しか

し、ソラの失明について飼い୺がணぢすることはまったくなかった。失明するྍ⬟性は考え

られるにもかかわらず、ㄪべることはなかったのである。かくして、ソラはࡦと月経つか経

たないかのうちに失明していった。

失明した当時のソラは、ᢪきしめられてもヰしかけられても཯ᛂを♧さなかった。しかも、

失明とともにソラの⪥も⏥高い㡢を㝖いてあまり⪺こえなくなった。動物であるソラが᳜物

のようにおとなしくなった。飼い୺は、ソラからの視⥺を㐽断した自らの᣺る⯙いを཯省し

た。動物との実存における「人間の欠陥と限界」をソラからᩍえられたのである。ソラはໝ

いや᣺動、⏥高い㡢については▱覚できるようであったので、ソラに飼い୺が食事をᥦ供す

る時は、食事─をカチンと㡢がするようにソラの㰯ඛのᗋへ⨨くようになった。失明が始ま

ってからのソラに対して、㐜まきながら、飼い୺は視⥺を送り、ᢪきしめ、ヰしかけ、ゐれ、

食⣅されても飼い୺の࡯うが食⣅行動とྥきྜうようになった。そうした世ヰが⧞り㏉され

た⤖ᯝ、ソラは表情と活Ⓨさをྲྀりᡠしていった。ྥきྜう、ということは、⣡ᚓいかない

が༙ばᢎㄆするということである。食⣅行動をしているソラをぢつければ、ソラに文ྃを言

わずにやさしくᢪきୖげ、ソラのẼを㐓らし、食⣅の現ሙではないとこࢁにソラを⛣動させ

て᤼ἥ物を片࡙けた。

ソラが飼い୺に対してࣆ࢔ールがあるときは、ソラはぢえていた時のように吠えたりၷい

たり視⥺を送らなくなり、飼い୺が㋃ࡳそうなሙ所に᤼ᒀする方ྥへとኚ化した。飼い୺は

ᐙの୰でスリッࣃをはいていたが、あるとき、ᩘか所に᤼ᒀがされており、2 か所Ύᤲして

ᏳᚰしてṌいていたとこࢁ、まࢇまとソラの思ᝨにはまって、㸱か所目で⁥ってᡴ᧞し、᏶

἞するまで１か月をせした。それからは飼い୺の࡯うがᠬりて、スリッࣃにኚえて⁥りにく

い࣒ࢦサンࢲルを室内で着⏝することとなった。౛እ的に１ᗘ、ハルのᅔ❓をఏえるために、

飼い୺がẼ࡙くまでソラが኱きく吠えつ࡙けたことがあったが、失明してからのソラと飼い

୺のಙ㢗は沈黙のなかで育まれた。ࢤストをᐙにᣍき、ࢤストの世ヰをしていた時に、ソラ

は吠えもせずၷきもせず黙っていたるとこࢁで᤼ᒀし、ࢤストと飼い୺を㦫かせたこともあ

った。飼い୺がそうした行動に㐼㐝する時、ソラは沈黙したままᗋに視⥺をⴠとし無表情を

㈏いていた。

食⣅の習性は飼い୺とソラを㝸てていた。飼い୺が࣌ットࢩッࢱーの౫㢗ᛀれをᛀれたせ

いで、῝ኪ飼い୺がᖐᏯするまで、ソラたちに食事のᥦ供ができないことがあった。⢾ᒀ⑓

のソラは㛗時間✵⭡でいると⾑⢾್がᛴⴠしࣙࢩッࢡṚするྍ⬟性があったので、ᖐᏯする

なり飼い୺はソラを᥈した。はたして、ソラはᰤ㣴がṧ存している自らの᤼ἥ物を食するこ

とにより、ప⾑⢾⑕をᅇ㑊できた。飼い୺は⫈覚の⾶えによりソラには⪺こえるはずもない

ኌをୖげた「ソラ。ありがとう。よく食⣅してくれた、ప⾑⢾にならなくてよかった」と。
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からである。食ࢁりかえれば、㢖⦾に食⣅するようになっていたのは、⢾ᒀ⑓をᝈったこࡩ

⣅という行動は、ప⾑⢾に陥りやすいソラにとって生き⥆けるうえでᚲせであったし、ソラ

けでなく飼い୺にとってもᚲせな習性であることを、ソラの生命を失いかけることによࡔ

り、ようやく飼い୺は஢解したのである。飼い୺が㋃ࡳそうなሙ所に᤼ᒀするという失明௨

㝆の行動も、ハルのように║で文ྃを言うことの行動に相当すると飼い୺にㄆ㆑されるよう

になった。

メルロ＝ポンティの▱ぢにはྍ㏫性がある。║にࡳえる光景が「ྍゐ的性質」とᑡしもኚ

わることなくゐ覚にᒓしているということを⿬㏉せば、ゐれられるᵝែはྍ視的性質とኚわ

ることなく視覚にᒓするといえるのである。「ྍゐ的なもの自㌟、ྍ視性を᏶඲に欠いてい

るわけではないし、視覚的なあり方をもたないわけでもないという考えに習⇍しなくてはな

らない」(モーリス・メルロ＝ポンティ:216,1994)というメルロ＝ポンティ現象学の▱ぢが、

␗なる習性の஢解において᳨ドされたのである。

�. 沈黙と感覚

かかりつけの動物⑓㝔の医ᖌに「ソラの目はもう光も感じられないでしょう」と࿌げられ

たことがあって、飼い୺もそう஢解していたが、飼い୺がソラをᢪいて日光ᾎさせている᭱

୰、ソラは光に対して目を⣽めᾦで目をそったことがあった。なにかのഅ↛かとูの日に光

の࡯うにソラの㢦をྥけてᢪいたとこࢁ、ソラはやはり╆しそうに目を⣽めたので、飼い୺

はソラが光を感ཷできることを☜ㄆした。そのᚋ、同じ⑓㝔のูの医ᖌにソラの≧ែについ

て相ㄯすると、「╆しそうにするのであれば、ソラは光を感じています。まったくなにもぢ

えないというわけではなくて、ࢇࡰやりぢえているྍ⬟性はあります」とデ断された。ࢇࡰ

やりぢえるというには࡝のようなぢえ方であࢁうか。

ソラの飼い୺は᪂⪺をᗋにᗈげてㄞむ習性がある。ソラにとって、飼い୺が᪂⪺をᗋにᗈ

げる、それはすなわち、ᗈげられた᪂⪺⣬のሙ所に飼い୺が存ᅾするという☜ㄆが感ᐁ(VHQV)
を通して(モーリス・メルロ＝ポンティ:�3,2011)ୗされることである。VHQV は感ᐁとも感覚

ともヂされる。ソラはぢえているのではなく、飼い୺を感じている。飼い୺に⏝事があって

᪂⪺⣬をᗈげたままᗋから㞳れることがある。そうするとソラは飼い୺の方ྥに視⥺をやる

のでもなく、᪂⪺⣬の➃に㌟యを᥋ゐさせてᶓになっていて㉳きୖがるẼ㓄はない。飼い୺

がそのሙ所から㞳れても、ソラは飼い୺がそのሙ所に␃まっているという感覚がしばらくあ

る。そのしばらくという時間を過ࡂれば、ソラには飼い୺がソラにྜᅗを送らずに一方的に

そのሙ所からいなくなったことがわかる。ྜᅗをしなければ、ソラから生き生きとした表情

や行動の活Ⓨさが失われる。したがって、飼い୺は、ソラを視野のእ㒊に㏣いやったまま行

動することはできるࡔけ㑊けるようになった。ソラの㌟యを手で㍍くゐれてそのሙ所から⛣

動することを࿌げた。

しかしながら、ソラにゐれる仕方にはまなࡊしによってソラを捉えるということもある。

飼い୺はソラをぢている。ぢるということは、┳るということであり、世ヰをするというこ

とでもある。

ぢえるものについてのいかなる経験も、つࡡに視⥺の㐠動の文⬦のなかで୚えられ
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からである。食ࢁりかえれば、㢖⦾に食⣅するようになっていたのは、⢾ᒀ⑓をᝈったこࡩ

⣅という行動は、ప⾑⢾に陥りやすいソラにとって生き⥆けるうえでᚲせであったし、ソラ

けでなく飼い୺にとってもᚲせな習性であることを、ソラの生命を失いかけることによࡔ

り、ようやく飼い୺は஢解したのである。飼い୺が㋃ࡳそうなሙ所に᤼ᒀするという失明௨

㝆の行動も、ハルのように║で文ྃを言うことの行動に相当すると飼い୺にㄆ㆑されるよう

になった。

メルロ＝ポンティの▱ぢにはྍ㏫性がある。║にࡳえる光景が「ྍゐ的性質」とᑡしもኚ

わることなくゐ覚にᒓしているということを⿬㏉せば、ゐれられるᵝែはྍ視的性質とኚわ

ることなく視覚にᒓするといえるのである。「ྍゐ的なもの自㌟、ྍ視性を᏶඲に欠いてい

るわけではないし、視覚的なあり方をもたないわけでもないという考えに習⇍しなくてはな

らない」(モーリス・メルロ＝ポンティ:216,1994)というメルロ＝ポンティ現象学の▱ぢが、

␗なる習性の஢解において᳨ドされたのである。

�. 沈黙と感覚

かかりつけの動物⑓㝔の医ᖌに「ソラの目はもう光も感じられないでしょう」と࿌げられ

たことがあって、飼い୺もそう஢解していたが、飼い୺がソラをᢪいて日光ᾎさせている᭱

୰、ソラは光に対して目を⣽めᾦで目をそったことがあった。なにかのഅ↛かとูの日に光

の࡯うにソラの㢦をྥけてᢪいたとこࢁ、ソラはやはり╆しそうに目を⣽めたので、飼い୺

はソラが光を感ཷできることを☜ㄆした。そのᚋ、同じ⑓㝔のูの医ᖌにソラの≧ែについ

て相ㄯすると、「╆しそうにするのであれば、ソラは光を感じています。まったくなにもぢ

えないというわけではなくて、ࢇࡰやりぢえているྍ⬟性はあります」とデ断された。ࢇࡰ

やりぢえるというには࡝のようなぢえ方であࢁうか。

ソラの飼い୺は᪂⪺をᗋにᗈげてㄞむ習性がある。ソラにとって、飼い୺が᪂⪺をᗋにᗈ

げる、それはすなわち、ᗈげられた᪂⪺⣬のሙ所に飼い୺が存ᅾするという☜ㄆが感ᐁ(VHQV)
を通して(モーリス・メルロ＝ポンティ:�3,2011)ୗされることである。VHQV は感ᐁとも感覚

ともヂされる。ソラはぢえているのではなく、飼い୺を感じている。飼い୺に⏝事があって

᪂⪺⣬をᗈげたままᗋから㞳れることがある。そうするとソラは飼い୺の方ྥに視⥺をやる

のでもなく、᪂⪺⣬の➃に㌟యを᥋ゐさせてᶓになっていて㉳きୖがるẼ㓄はない。飼い୺

がそのሙ所から㞳れても、ソラは飼い୺がそのሙ所に␃まっているという感覚がしばらくあ

る。そのしばらくという時間を過ࡂれば、ソラには飼い୺がソラにྜᅗを送らずに一方的に

そのሙ所からいなくなったことがわかる。ྜᅗをしなければ、ソラから生き生きとした表情

や行動の活Ⓨさが失われる。したがって、飼い୺は、ソラを視野のእ㒊に㏣いやったまま行

動することはできるࡔけ㑊けるようになった。ソラの㌟యを手で㍍くゐれてそのሙ所から⛣

動することを࿌げた。

しかしながら、ソラにゐれる仕方にはまなࡊしによってソラを捉えるということもある。

飼い୺はソラをぢている。ぢるということは、┳るということであり、世ヰをするというこ

とでもある。

ぢえるものについてのいかなる経験も、つࡡに視⥺の㐠動の文⬦のなかで୚えられ
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ていたのࡔから、║にぢえる光景は「ྍゐ的性質」とᑡしもኚわることなく、ゐ覚

にᒓしているのである。ぢえるものはすべてゐれられうるものからษりྲྀられたも

のであり、ゐれられるいかなる存ᅾも、いわばྍ視性を⣙᮰されている、という考

えに習⇍しなければならない。そして、㋃ࡳ㉺え、㊬ࡂ㉺しは、ゐれられるものと

ゐれるものの間にࡔけあるのではなく、ྍ ゐ的なものとྍ視的なものとの間にもあ

るという考えに、そしてྍ視的なものはྍゐ的なもののうち象║され、㏫に、ྍゐ

的なもの自㌟、ྍ視性を᏶඲に欠いているわけではないし、視覚的なあり方をもた

ないわけでもないという考えに習⇍しなくてはならない。同一の㌟యがぢかつゐれ

るのࡔから、ྍ視的なものとྍゐ的なものとは、同一の世界にᒓしている。

(モーリス・メルロ＝ポンティ:同前,1994)

ソラに手でゐれるとき、飼い୺はソラを║で┳ている。ソラに手をゐれないでソラをぢ

るときもソラは┳られている。 メルロの▱ぢからいえることは、ソラについてのいかなる

経験も、つࡡに飼い୺の視⥺のാきのなかで୚えられているのࡔから、飼い୺の║にぢえる

光景は「ྍゐ的性質」とᑡしもኚわることなく、飼い୺のゐ覚にᒓしているのである。ソラ

についてぢえるものはすべて飼い୺がゐれられうるものからษりྲྀられたものであり、ゐれ

られるいかなる存ᅾも、いわばྍ視性を⣙᮰されている。ྍ視性を⣙᮰されているとは、す

なわち、ソラが▱覚する世界にධり㎸ࡳ、その世界にఫむということは、ゐれる飼い୺の感

ཷとゐれられるソラの感ཷの஺ᕪにあるという考え方である。ࡺえに、ソラをぢることはソ

ラにゐれてソラを┳ることであるのࡔ。ソラについてぢることができ、ゐれることができる、

それは、ソラを┳るという同一の世界にᒓしているためである。

失明しているためなのか、失明に័れてきたためなのか、ᑿっࡱを୸めておそるおそるも

ののẼ㓄を☜かめながらṌいていたソラは、ᑿっࡱを❧てて࡝こになにがあるかᢕᥱしたう

えでṌくようになっていた。それでも、ᢕᥱしきれないものがあったようで、ソラは║を࡝

こかにぶつけた。ソラにゐれて║をจらしたとき、ソラのᕥ║がいつもと違うことに飼い୺

はẼ࡙いた。そこで、やや⥳がかって白⃮している▖の⦕にᗈがる白║をぢるために、飼い

୺のぶᣦで▛をᢲしᗈげると、白║は㉥く඘⾑し、ᾦもศἪされていた。▖にയはないかと

║をจらせば、▖にもയがあるようにぢえた。ソラを⑓㝔に㐃れて行き、デ察してもらった

⤖ᯝ、飼い୺がソラの▖にയを☜ㄆしたとおり、ソラのゅ⭷はᦆയし、ᦆയを἞すための᪂

生⾑⟶なるものがゅ⭷にできていた。▖のまわりの඘⾑は、ソラが║をこすってできた⤖⭷

⅖であるとデ断された。

ᚅྜ室で⸆のㄪྜをᚅっている間、獣医にᩍえてもらって獣医から೉りた⺓ᤕ⏝のきめの

⣽かい᷸で、ソラの࡯つれたやわらかいయẟをࡄ࡯していた。手័れた獣医のようにはなめ

らかに᧯作できなかったが、యẟのሢをࡄ࡯していくとソラは㌟యを飼い୺に㡸けた。㯤⢊

のようにぢえた物質は、やわらかいయẟが࡯つれてできたሢࡔった。㯤⢊のようなሢをᛕධ

りにࡄ࡯すことにより、ソラにゐれていなかった時間がྲྀりᡠされて飼い୺とソラに୚えら

れた。その間、ソラは吠えもせずၷきもせず、沈黙があるからこそソラのゐ覚が◊ࡂ⃈まさ

れているようであった。沈黙はソラのゐ覚を育てている。失明し⫈覚もႥ覚も⾶えたソラに

とって、沈黙しゐれる�ゐれられるという所作に㞟୰することには意味があったのࡔ。

ソラより㸵か月᪩く生まれたハルの║にも、わずかであるが白⃮がㄆめられるようになっ
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た。高齢犬が白内㞀をᝈうのは⌋しいことではない。２㐌間࡝࡯で失明したソラにẚべると

ハルの▖の白⃮の㐍行は㐜い。ハルはよく吠える。いかなる世ヰがᚲせなのか║でッえるこ

ともある。ソラのためにハルが行動することはよくある。書ᩪの࢔ࢻをしめษって仕事にἐ

㢌する時間が㛗くなると、ハルは前⫥で࢔ࢻを㛤けようとする。ࢻスン、ࢻスンと㡢がする

ので࢔ࢻを㛤けると、飼い୺の㊊ඖの࡯うにハルがいてのそのそと書ᩪにධり㎸む。食事は

まࡔか、とか、㣧ࡳỈがなくなってきた、あるいはトࣞ࢖をきれいにして࡯しいといった意

味を║でッえたり、吠えて飼い୺にὝ察させることもあれば、いつの間にかいなくなりハル

の௦わりにソラが書ᩪのධりཱྀに㏆いሙ所で୸くなってᐷていることもある。

ハルはᚰ⮚がᝏいので、ᩓṌに出かけたいとせồすることはなくなり、㐟ࡰうとㄏうこと

もなくなった。１年前までは㉥い㇜のࡠいࡄるࡳとよく㐟ࢇでいたが、㐟ばせようと㇜のࡠ

いࡄるࡳをᕪし出しても、ハルは⯆味を♧さない。まࡔⱝいこࢁのハルとソラは、飼い୺に

まとわりついてきた。飼い୺がᗋにᕸᅋをᩜいてᐷていれば、いつのまにかᯖにハルの㢌が

のっていて、⫼୰をࡨたりと飼い୺の⫼୰くってけて、スࢗスࢗとᐷᜥを❧てていたものࡔ

った。飼い୺のᕸᅋにもࡄりこむのが኱ዲきで、飼い୺の㊊ඖの࡯うまで῝くもࡄりこࢇで

╀ってしまい、飼い୺がハルの存ᅾをᛀれてそのままᕸᅋをたたࢇでしまおうとして、たた

ࡔᕸᅋの୰からハルがⓎぢされるということもしばしばあった。ゐれられるという所作ࡔࢇ

けでなく、ゐれるという所作がよくぢられた。

しかしながら、ハルより᪩く視覚、⫈覚、Ⴅ覚が⾶えていったソラは、ゐれることより

ゐれられることが日ᖖ化した。たとえば、ソラをᢪいて⭸のୖにのせる。࢔ラ࢖グ࣐が前⫥

でよくするような動きをソラの前⫥を஺஫に動かしてࡳるが、ソラの表情からఱの཯ᛂもぢ

えなくなった。前⫥を前ᚋに⧞り㏉し動かすという所作は、失明する௨前のソラがዲࢇでい

たのࡔが、ソラはたࡔ、されるがまま、ソラの前⫥は力がᢤけていた。ソラの⤖⭷⅖のᵝ子

をࡳるために、ソラの▛をୖへୗへとᢲしᗈげているときも、ソラは無表情で沈黙したまま

であった。ソラを⭸からᗋにࡺっくりと㝆ࢁすとソラは⭸にᢪかれていたጼໃのままᗋに᥋

する。ᗋでᐷているのࢁࡔうかと᣺りྥくと、そこにソラはおらず、ソラはいないࢁࡔうと

ᚋࢁを᣺りྥくと、ソラはそこにいて沈黙したままఅしていた。

沈黙したままでఱの୺ᙇもないのかといえば、飼い୺がリࣅングに⏝事があっていってࡳ

ると、リࣅングにᘼを描くような኱きな᤼ᒀ㊧がṧされており、片࡙けるとまた飼い୺のẼ

࡙かࡠうちに、リࣅングのูのሙ所に᤼ᒀのỈたまりができていたりといったලྜࡔ。それ

では、ソラにゐれてかまえばよいのかとᢪいてゐれてࡳると、ᅄ⫥はࢲラリとしたまま、飼

い୺の所作にᛂえるこもなく沈黙を通される。飼い୺の期ᚅするᛂ⟅がないといえば、しか

し、まったくᛂ⟅がないわけではない。沈黙するというᛂ⟅をソラは行っているのである。

すなわち、཯ᛂしたくないという཯ᛂを、ソラのࢲラリとしたᅄ⫥と㌣యは♧さしている。

沈黙を通すソラをそのままにして所⏝のためእ出して༙日ᚋにᖐᏯすると、まずハルが出

㏄えた。ソラは相ኚわらずᛂ⟅しないというᛂ⟅をするのかとண期していると、ソラもᑿっ

ると、ソラは飼い୺の⭎に前⫥をしっかりࡳりながら出㏄えた。ソラをᢪいてࡩを小さくࡱ

とからませてきた。㤳をఙばし前かがࡳになって㢦を飼い୺の࡯うにྥけ、㢦を㐓らしたእ

出前のࢲランとしたソラの㌟యとは␗なった。しばらく日光ᾎをさせていないことにẼ࡙い

た飼い୺は、༗ᚋの㝧のさす࣋ランࢲのࢇࡩわりした㛗᳔子のୖにソラをおいて、⺓ᤕ⏝の

きめ⣽かい᷸でソラのయẟの⤡まりを解きࡄ࡯していくと、᷸ の動きにソラも཯ᛂして㢦の
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た。高齢犬が白内㞀をᝈうのは⌋しいことではない。２㐌間࡝࡯で失明したソラにẚべると

ハルの▖の白⃮の㐍行は㐜い。ハルはよく吠える。いかなる世ヰがᚲせなのか║でッえるこ

ともある。ソラのためにハルが行動することはよくある。書ᩪの࢔ࢻをしめษって仕事にἐ

㢌する時間が㛗くなると、ハルは前⫥で࢔ࢻを㛤けようとする。ࢻスン、ࢻスンと㡢がする

ので࢔ࢻを㛤けると、飼い୺の㊊ඖの࡯うにハルがいてのそのそと書ᩪにධり㎸む。食事は
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の௦わりにソラが書ᩪのධりཱྀに㏆いሙ所で୸くなってᐷていることもある。
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もなくなった。１年前までは㉥い㇜のࡠいࡄるࡳとよく㐟ࢇでいたが、㐟ばせようと㇜のࡠ

いࡄるࡳをᕪし出しても、ハルは⯆味を♧さない。まࡔⱝいこࢁのハルとソラは、飼い୺に

まとわりついてきた。飼い୺がᗋにᕸᅋをᩜいてᐷていれば、いつのまにかᯖにハルの㢌が

のっていて、⫼୰をࡨたりと飼い୺の⫼୰くってけて、スࢗスࢗとᐷᜥを❧てていたものࡔ

った。飼い୺のᕸᅋにもࡄりこむのが኱ዲきで、飼い୺の㊊ඖの࡯うまで῝くもࡄりこࢇで
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きめ⣽かい᷸でソラのయẟの⤡まりを解きࡄ࡯していくと、᷸ の動きにソラも཯ᛂして㢦の
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表情をኚえていった。᷸を通して飼い୺にゐれられていたソラは、飼い୺の手がソラの㢦の

㏆くに感じると、㤳をఙばして⯉で飼い୺の手をఱᗘも⯍めた。⯍めることで、世ヰされて

いるソラが飼い୺の世ヰをした。

ඛにᘬ⏝したメルロの▱ぢ、「㏫に、ྍゐ的なもの自㌟、ྍ視性を᏶඲に欠いているわけ

ではないし、視覚的なあり方をもたないわけでもないという考えに習⇍しなくてはならな

い。同一の㌟యがぢかつゐれるのࡔから、ྍ視的なものとྍゐ的なものとは、同一の世界に

ᒓしている。」(モーリス・メルロ＝ポンティ:同前)に❧ち㏉ࢁう。この▱ぢに౫ᣐすると、

ྍゐ的なソラ自㌟、ྍ視性を᏶඲に欠いているわけではないし、視覚的なあり方をもたない

わけでもない、ということがいえる。実㝿、࣋ランࢲでソラのయẟの世ヰを通じて、ぢる�
ぢられる、ゐれる�ゐれられるという同一の世界をாཷした時をおいたᬌのこと、ソラはぢ

えているかのように、ᐙලとᐙලの⊃い間、࢖ࢲニングからリࣅング、リࣅングに㞄᥋する

㒊ᒇ、書ᩪや⬺⾰所に通ずるᗯୗを小㉮りですりᢤけ、沈黙を◚って小㉮りの間にఱᗘもᎰ

。として吠えたࠎ

㌟యは༢に事実的な意味でぢられる物であるࡔけでなく(私には自ศの⫼୰はぢえ
㸬㸬㸬

ない)、ᶒ฼のୖでぢえるものなのࡔ。㌟యは、㑊けることができないと同時にᘏ

期されているある視覚に、᭚されているのである。㏫に㌟యがゐれたりぢたりする

のは、㌟యがぢえるものを自ศの║前にᐈほとして所有するからではない。ぢえる

ㅖ物は㌟యをとりまき、さらに㌟యのᰙ内にධり㎸ࡳさえし、㌟యのうちにあって、

そのなまࡊしや手を、እ㒊からも内㒊からもそい㣭るのである。㌟యがそれらにゐ

れたり、それらをぢたりするのは、ࡦたすら㌟యがそれらと同じᐙ᪘にᒓし、おの

れ自㌟、ぢえるもの、ゐれられうるものであり、このことを通じて、それらの存ᅾ

にཧ୚をする手ẁとして、おのれの存ᅾを⏝いるからである。

(モーリス・メルロ＝ポンティ:221�222,1994)

メルロがㄽじる㌟యとはఱか。「㌟యは᰿本的にいって、༢にぢられた物でも、༢にぢる

者でもなく、あるいはさまよいṌき、あるいは㞟୰した『ྍ視性』なのࡔ」とメルロは述べ、

㌟యの「手とか、║とかいうものは、ᇶ‽としてのーあるぢえるもの・ゐれられうるものの、

対象への関わり௨እのఱものでもない」(同前:222)と⤖ぶ。

序章で、人間とともに暮らす動物も、人間の現実に加えたいと筆者は述べたが、動物と人

間を➼しくᢅうことはできない。メルロの「ラジオ講演 194�」原稿を校訂して著作として送

り出したステファニー・メナセによれば、᳔子からᲓ子に㣕ࡧ⛣るようカ⦎された犬は、᳔

子の௦わりに㋃ྎࡳが⏝意されると、㋃ྎࡳを౑ってᲓ子に㣕ࡧ⛣ることはできない、つま

り、᳔子も㋃ྎࡳもᲓ子へ㣕ࡧ⛣るための㐨ලとしてのᶵ⬟があるとまなࡊす「視Ⅼのከᵝ

性」が動物の行動には欠けている(モーリス・メルロ＝ポンティ:1��,2011)とᣦ᦬されてい

る。と同時に、「動物は人間である」という仮ㄝがメルロのဴ学思想から♧されるとし(同前

:2�0)、㄂኱なᨃ人୺⩏をᡄめるがᨃ人୺⩏をㄆめている。

║でソラをぢて、手でソラにゐれる、飼い୺の㌟యはᐈほ的な所有物としてソラを┳てい

るわけではない。ソラの㌟య、所作に飼い୺の୺ほ性がධり㎸ࢇで、ソラがいかなるᵝ子か、

ソラが࡝のように感じているかを、ソラ自らが語るように飼い୺がグ述するのである。飼い
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୺の㌟యがソラにゐれたり、ぢたりするのは、飼い୺がソラの存ᅾをᐙ᪘という同じಀ⣼に

ཧ୚する手ẁとして、飼い୺自㌟の㌟యを⏝いたのである。飼い୺の㌟యがソラの㌟యにお

いて生き生きとാくことにより、ソラの㌟యも共᣺して生き㏉る。ᅄ⫥に力ᙉさが㌣యには

ᙇりが、㢦には飼い୺と生きるಀ⣼として႐ࡧのような表情が現れた。

ソラは║で飼い୺を捉えることはできない。しかし、飼い୺の║でぢられ、㢦や手や㊊、

⬚や⭡、ᑿっࡱにゐれられることが、ソラにとってはぢえない║で飼い୺をぢることであり、

飼い୺にゐれられている間、飼い୺に自らがゐれているのࡔと感ཷし、視野に᭰わる㡿野が

現れるのである。ぢられる�ゐれられる、すなわち、┳られることが┳ることでもあると感

ཷするようになった。その⤖ᯝ、ソラは前⫥を౑って飼い୺の⭎や⬚を⬟動的につかࡳ、し

がࡳつくことができ、㒊ᒇに明かりがⅉされれば、目を覚まして㉳きୖがれたのである。

�. ⤊章

このように、筆者は、ソラの沈黙が飼い୺の所作をኚ容させ、飼い୺の所作のኚ容がソラ

の㌟యをኚ容させたࣉロセスをグ述することにより、暮らしを共にする人間と動物が᪤▱の

世界のྥこうഃへと㉺えていく育ちを明らかにすることができた。あるᮅ、飼い୺の視⥺の

ᘏ㛗⥺ୖに、⤥Ỉ࣎トルとཷけ─がぢえた。⤥Ỉ࣎トルはおࢁかཷけ─にもỈは一⁲もṧっ

ていなかった。の࡝がかわいていたのࢁࡔう、ハルあるいはソラが✵のཷけ─を⯍めた㊧が

ṧされていた。これまでの飼い୺とハルとソラのやりとりを㢳ࡳれば、ཷけ─が✵になる前

か✵になった時に、ハルがཷけ─をᘬっかいたり、飼い୺の║の前に᮶て吠えて⤥Ỉをッえ

るな࡝により、Ỉが⿵⤥されたため、⤥Ỉの─が஝ききってしまうということはなかった。

飼い୺が彼らのỈのゐ感の欠ዴにゐⓎされて、飼い୺もῬきにゐれ、視⥺を✵の⤥Ỉ࣎トル

とཷけ─にᘏばしたと考えられないࢁࡔうか。

共に暮らす人間と動物、「われわれの生のูの᪂たな組⧊化⿦⨨の⫾動が⫈こえるのであ

って、そのかࡂりでわれわれの共存には、定型化した᪤ᡂの現実�世界!をᨩ஘するようなあ

るリ的なዎᶵが、つまり現実�世界!として⦅ୖࡳげられたもののうちにそこには�かたち!を
㸬㸬㸬㸬㸬

とっていないものをぢる⬟力、あるいは現にあるものと違ったࡩうにぢる共同的な想ീ力が
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

いつもാいている」(㮖⏣Ύ一:1�2,199�)と現象学者の㮖⏣はいう。「リ的ዎᶵ」をゐ覚的な

ዎᶵと解釈できないࢁࡔうか。人間の࡯うへとാかれるゐ覚、動物の࡯うへとാかれるゐ覚

の஺ᕪから、現実�世界!ではいまࡔ�かたち!をとっていない意味が、人間と動物の感覚に、

⻡⺸のᕢの⥙目のようなከᵝな⤡まりで♧၀される。この♧၀にᑟかれて、᪤▱の世界のྥ

こうഃへと㉺える。ᚋ期メルロ＝ポンティの現象学に౫ᣐしながら、ᩍ育学者のすᒸけいこ

は、「ᮍ᮶に⬺自する意味生ᡂの፹యとして」子供を捉え、「ᑾきない自ᕫኚ容」を子供の育

ち、子供の「ᑾきない自ᕫኚ容を㏄えධれることとして『ᩍえる』」኱人をㄽ述した。኱人

と子供をᩍ育の関ಀ性としてとらえるㄽ考はオーソࢻッࢡスなᩍ育思想であり、意⩏῝い。

しかしながら、本稿では、人間と動物という関ಀにおける育ちをၥうた。

筆者は、ኚ容する㌟యを感覚に⨨き、子供期ࡔけでなく、生ᾭにわたって⧞り㏉される⬺

自に関ᚰを持つ。メルロが題ᮦとした࣐ルセル・ࣉルーストはᡂ人期におけるᅇ想を通じ

て、自ᕫኚ容のᮎに᪤▱の世界のྥこうഃへと㉺えたのではないか。したがって、筆者は、

人間であれ動物であれ、子供期であれ、ᡂ人期であれ、高齢期であれ、生ᾭにわたり、᪤▱
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自に関ᚰを持つ。メルロが題ᮦとした࣐ルセル・ࣉルーストはᡂ人期におけるᅇ想を通じ

て、自ᕫኚ容のᮎに᪤▱の世界のྥこうഃへと㉺えたのではないか。したがって、筆者は、

人間であれ動物であれ、子供期であれ、ᡂ人期であれ、高齢期であれ、生ᾭにわたり、᪤▱
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の世界のྥこうഃへと㉺えることを「育ち」という。人間と動物のかかわりをྲྀりୖげた本

稿でᚓられた▱ぢをᩜ⾝すると、画一的ではない感覚(VHQV�が育つか࡝うかをၥうከᵝ性の

ᩍ育の一辺をも明らかにしたのである。

⿵㑇

本稿では、共に暮らす人間と動物をㄽ考のಋୖに㍕せた。モーリス・メルロ＝ポンティ現

象学をㄞࡳ┤すことにより、われわれをໟᦤする暮らしのᩍ育的▱㆑ᇶ┙をつくることにな

る。本稿でいう暮らしのᩍ育は自ᕫኚ容としての生ᾭᩍ育(ÕGXFDWLRQ SHUPDQHQWH)であり

(矢野泉�2����1�)、♫఍ᩍ育が学校ᩍ育を学校ᩍ育が♫఍ᩍ育を᤼㝖するようには考えられ

ていない。たとえば、⫈いてはいるがᛂ⟅しない≧ែ、講ᖌにとってはありがたくないᵝែ

の沈黙がᩍ室をᨭ㓄することは、それ࡝࡯めずらしいことではない。筆者がリカࣞントした

学生として኱学㝔にᅾ⡠していたこࢁ、ᩍ育♫఍学の演習において、「⫈いているのか⫈い

ていないのかもわからない、無表情でずっと黙っているྩたちは῝ᾏ㨶か㸽」とᣦ᦬した講

ᖌがいた。☜かに沈黙していたが、ኌなき言語を㥑౑して思考していたし、講ᖌがⓎ言をồ

めているのもわかっていた。一ᩧに沈黙してࡳると沈黙を◚るのも࡝うしたものかとุ断し

たୖでの῝ᾏ㨶≧ែである。メルロ＝ポンティは沈黙を間᥋的な言語活動ࡔとᣦ᦬した。(モ

ーリス・メルロ=ポンティ:58-129,1969)黙して語らずにいる経験、それはኌに出してはいな

いが、沈黙において⬟動的に஺ᕪされる言語活動である。黙して語らずにいる経験を言語活

動であると᳨ドする方ἲはあるのかとၥわれるࢁࡔう。沈黙している人をぢるとよい。その

人の視⥺が࡝こにྥけられているのか、その人の║がなにを語っているのか、その人のᣦඛ

は࡝こにゐれているのか、その人の感覚に᥋㏆し、また、㊥㞳を⨨いて㫽▔する、フィール

＝をᚭᗏする、それが᳨ド方ἲである。かかる᳨ド方ἲのᇶ♏をモーリス・メルロࢡワーࢻ

ポンティ現象学にᑜࡡる。もちࢇࢁ、メルロ＝ポンティ現象学の限界�)についてはඛ行◊✲

者たちによって明らかにされていることでもある。しかしながら、 メルロ＝ポンティ現象

学にㄞまれる�࿐ࡳ㎸まれる4)のではなく、メルロ＝ポンティ現象学を出ⓎⅬとして感覚の

῝ῡをㄞࡳ解くことは、メルロ＝ポンティ現象学を᪂たに意味࡙ける㡿野を生むことでもあ

る。筆者は、動物としての人間の感覚が࡝のように育っていくのかを明らかにするᩍ育学を、

感覚に関する育ちの現象学と呼ぶことにする。
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ὀ

ὀ 1㸧㮖⏣Ύ一㸦2008㸧によれば、「メルロ＝ポンティは、『⑓者の行Ⅽやさらには動物・ᗂ

児ないし「ᮍ㛤人」の行Ⅽが、ᡂ人や೺ᗣ者や文明人の行動からの༢なる�解య!とし

て⌮解されるものではないこと』にὀ意をಁしていたし、⢭⚄ศᯒを⚄ヰあるいはᕩ

⾡として、⢭⚄ศᯒᐙを㨱⾡ᖌやࣕࢩー࣐ンとしてぢるྍ⬟性を♧၀していたが、か

れが῝い共感を♧したᵓ㐀୺⩏のように『୺ほなき㉸㉺ㄽ的㡿野』まで✺き㐍ࡔࢇわ

けではなかった」。メナセはメルロ＝ポンティのラジオ講演原稿の解ㄝのなかで、㟋㛗

類の౛をᘬきྜいに出して「メルロのྰ定にもかかわらず、㟋㛗類は象ᚩ的ᙧែのỈ

‽における行動を行う持ち୺である」(モーリス・メルロ=ポンティ:279,2011)と述べ

◊✲౛を２౛ᣲげている。しかしながら、ラジオ講演が行われたのは1948年であり、

㟋㛗類、犬な࡝の動物に関する◊✲では、��年の時を経て、᪂たな▱ぢがᚓられてい

る。有情＝意㆑をもった「sentient being」と非情＝意㆑のないもの「non-sentient
being」というศ類ἲによると、人間と動物は「sentient being」にศ類される㸦୰ἑ

㸸35,2015㸧㸬

ὀ 2)「犬はとても感情㇏かな動物で、学習⬟力も高く、いࢁいࢁなことを⌮解します。犬

の⬻と人の⬻をẚべてࡳると、人でとくにⓎ㐩しているグ᠈や思考をྖる኱⬻᪂⓶質

の㒊ศに違いがあるものの、情動をつかさ࡝るᇶ本の኱⬻辺⦕⣔にはあまり違いはあ

りませࢇ。犬のㄆ▱力やၥ題解Ỵ⬟力は人の２歳児⛬ᗘとも言われています」

出඾*「ⰼ⋤࣌ットサ࢖トーឡ犬と暮らす生活㎡඾」

http://www.kao.co.jp/pet/dog/jiten/category01/0005.hml.
(᭱⤊㜀ぴ日 2014/09/13)

ὀ 3)「ᡓᚋフランス思想をᖍᕳする動ྥをその思索のなかで‽ഛしながらも、ついにその

手前でと࡝まりつ࡙けた」が、「この『㌟᣺り』はしかし、⥆く世௦にもしっかりと

ᘬき⥅がれた」(㮖⏣Ύ一:3/3,2008)と、メルロ=ポンティ現象学に関する解釈のⓎᒎ

性が♧၀されている。

ὀ 4)┳ㆤ学のศ野でメルロ=ポンティ現象学に౫ᣐして学✲しているすᮧ࣑ࣘはメルロ=ポ
ンティ現象学にヲしいᮧୖ㟹ᙪとの対ㄯにおいてメルロ=ポンティ現象学の「ᛂ⏝」に

ついての違࿴感と「㑊けなければいけないのはフッサールやメルロ=ポンティのᴫᛕを

そのまま౑うこと」(すᮧ࣑ࣘ+ᮧୖ㟹ᙪ,2014:200)ࡔとᣦ᦬した。
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◊✲౛を２౛ᣲげている。しかしながら、ラジオ講演が行われたのは1948年であり、

㟋㛗類、犬な࡝の動物に関する◊✲では、��年の時を経て、᪂たな▱ぢがᚓられてい
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being」というศ類ἲによると、人間と動物は「sentient being」にศ類される㸦୰ἑ

㸸35,2015㸧㸬

ὀ 2)「犬はとても感情㇏かな動物で、学習⬟力も高く、いࢁいࢁなことを⌮解します。犬

の⬻と人の⬻をẚべてࡳると、人でとくにⓎ㐩しているグ᠈や思考をྖる኱⬻᪂⓶質

の㒊ศに違いがあるものの、情動をつかさ࡝るᇶ本の኱⬻辺⦕⣔にはあまり違いはあ

りませࢇ。犬のㄆ▱力やၥ題解Ỵ⬟力は人の２歳児⛬ᗘとも言われています」

出඾*「ⰼ⋤࣌ットサ࢖トーឡ犬と暮らす生活㎡඾」

http://www.kao.co.jp/pet/dog/jiten/category01/0005.hml.
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ὀ 3)「ᡓᚋフランス思想をᖍᕳする動ྥをその思索のなかで‽ഛしながらも、ついにその

手前でと࡝まりつ࡙けた」が、「この『㌟᣺り』はしかし、⥆く世௦にもしっかりと

ᘬき⥅がれた」(㮖⏣Ύ一:3/3,2008)と、メルロ=ポンティ現象学に関する解釈のⓎᒎ

性が♧၀されている。

ὀ 4)┳ㆤ学のศ野でメルロ=ポンティ現象学に౫ᣐして学✲しているすᮧ࣑ࣘはメルロ=ポ
ンティ現象学にヲしいᮧୖ㟹ᙪとの対ㄯにおいてメルロ=ポンティ現象学の「ᛂ⏝」に

ついての違࿴感と「㑊けなければいけないのはフッサールやメルロ=ポンティのᴫᛕを

そのまま౑うこと」(すᮧ࣑ࣘ+ᮧୖ㟹ᙪ,2014:200)ࡔとᣦ᦬した。
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